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高繰り返し半導体励起固体レーザーを用いた核融合実験を行い、

中性子の連続発生を実証した[1, 2]。現在このレーザーを用いてコ
ンパクトな高速点火方式核融合の開発研究を推進している。本講

演では、ダブルホイルターゲットにレーザーパルスを対向照射し

たときに発生するプラズマを、プローブ光で観測した結果につい

て報告する。 
	 厚さ11µm重水素化ポリスチレン平板2枚を100µmの間隔で向か
い合わせに設置する。高繰り返し半導体励起固体レーザーHAMA
のエネルギー4J、波長800 nm、パルス幅 0.4ns の出力を４本のビー
ムに分割し、そのうちの2本を対向させ、それぞれの重水素化ポリ
スチレンの外側から対向照射する。なお、残りの２本ビームはパル

ス圧縮して、110fsの超短パルス加熱レーザーとし、同じ光軸上を対
向照射する。超短パルス加熱レーザーの一部を取り出し、BBO結晶
にて第2高調波を発生させ、プラズマ観測用のプローブ光として用
いる。プローブ光は波長400 nm、パルス幅110fsの青色光である。
これを重水素化ポリスチレン平板の隙間に横から照射し、透過した

光を10倍に結像し、ICCDカメラで撮影する。図はプラズマの衝突
の瞬間を撮影した結果である。グレーで濃く見えている部分がプラズマである。矢印の位置にレーザーが

照射されている。重水素化ポリスチレン平板の内側と外側にプラズマが発生し、内側のプラズマは中間付

近で衝突し、上下に広がっていることがわかる。本結果より対向照射によるプラズマ衝突を捉えることが

できた。詳細については講演にて報告する。	 
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図：厚さ11µm間隔100µmの重水
素化ポリスチレン平板間に発生

したプラズマのプローブ光によ

る観測画像 


